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 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

福原 美三 慶應義塾大学・DMC 機構 教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

土佐 尚子 京都大学・学術情報メディアセンター 特定教授  

岡部 成玄 北海道大学・情報基盤センター 教授  

合川 正幸 
北海道大学 

高等教育機能開発総合センター 
特任准教授  

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

 

  

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

本研究の目的は，大学発の学術コンテンツのグローバルかつオープンな共有活動として実績をあげ

ているオープンコースウェアを主対象に，大学発の学術コンテンツの共有と評価及びそのための人材

育成等について研究を行うことにある。オープンコースウェアは，高等教育における正規の授業の講

義資料等を Web 上で無償公開するもので，インターネット時代における大学が担う知識普及のモデル

とされる。オープンコースウェアが提供するコンテンツは，高等教育において，教員等が実名で提供

する体系化された知識であり，質を保証しているが，作成，活用，評価の点で，多くの問題を抱えて

いる。本研究は，コンテンツ表現の多様化とともに，学術コンテンツの共有と評価に係る問題を明ら

かにし，その方策を追究することを目的としている。 

本研究では，以下の通り，研究会を開催し，調査・分析を行った。講演の一部は，オープンコース

ウェアで公開している。 

http://ocw.hokudai.ac.jp/OpenLecture/Symposium/2009/EducationalResources/ 
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（研究成果のつづき） 

 

研究会１ 日時： 2 月 25 日－26 日 

場所： 情報基盤センター南館１０８室 

講演： 森本容介氏（放送大学） 

講演内容の一部はオープンコースウェアで公開している。 

http://ocw.hokudai.ac.jp/OpenLecture/Symposium/2009/EducationalResources/index.

php?lang=ja&page=01 

森本氏から，オープンコースウェアが提供している学術コンテンツの横断的検索について

報告があり，オープンコースウェアの特質（高等教育機関で提供している体系化された知

識，グローバルな連携，一定の基準での公開等）を活かした検索と共有・評価及びシステ

ムの研究・開発について検討した。 

 

研究会２ 日時： 3 月 2 日－3日  

場所： 情報基盤センター南館１０８室 

講演： 隅谷孝洋氏（広島大学），三谷正信氏（札幌医科大学），仲西正氏（NTT サイバー

ソリューション研究所） 

講演内容の一部はオープンコースウェアで公開している。 

http://ocw.hokudai.ac.jp/OpenLecture/Symposium/2009/EducationalResources/index.

php?lang=ja&page=02 

仲西氏から動画コンテンツの公開について報告があり，三谷氏から iPhone 等のモバイル

を利用した動画を含む学習コンテンツの提供について報告があり，隅谷氏から広島大学に

おけるコンテンツ管理とコンテンツ作成支援について報告があった。授業収録等の動画コ

ンテンツの作成と公開，著作権・肖像権処理，モバイルでの利用，ｅラーニングとの対応，

学術コンテンツ作成支援と人材育成に関し，課題を整理し，研究・開発について検討した。 

 

研究会３ 日時： 3 月 19 日 

場所： 情報基盤センター南館１０８室 

講演： 土佐尚子氏（京都大学），布施泉氏（北海道大学） 

講演内容の一部はオープンコースウェアで公開している。 

http://ocw.hokudai.ac.jp/OpenLecture/Symposium/2009/EducationalResources/index.

php?lang=ja&page=05 

土佐氏からカルチュラル・コンピューティング (http://www.tosa.media.kyoto-u.ac.jp/ 

index.j.html)について報告があり，布施氏から大学教育におけるマンガと情報表現・伝

達について報告があった。コンテンツの多義性と文化という視点から，学術コンテンツの

表現と活用・評価に関し検討を行った。 

 

本研究では，オープンコースウェアを主対象に，学術コンテンツの共有と評価について，多面的な分

析を行い，課題を整理し，研究・開発を進めた。成果は，オープンコースウェアの国際会議及び関連

する学会等で報告される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


